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134回× 1.5min＋ 14回× 23min＝ 523min （1）
対照区における人力による水管理は，





































































は 1筆あたり約 80%，10aあたり約 85%となった．
一番省力効果の高いのは宮城県の実証地区だった（1
筆あたり，10aあたりともに 97%削減）．対照区の水管



























合計 1筆あたり 10aあたり 1筆あたり 10aあたり
北海道 A
試験区 96 96 2.8 61% 72%
対照区 3,233 248.7 10.2 152.7分 7.4分
北海道 B
試験区 61.3 20.4 2.7 95% 95%
対照区 17,640 375.3 53.3 354.9分 50.6分
岩手県
試験区 118 118 11.8 75% 91%
対照区 466 466 129.4 348分 117.6分
宮城県
試験区 15 1.1 0.1 97% 97%
対照区 718 37.8 4.4 36.7分 4.3分
富山県
試験区 93 43.5 11.6 87% 83%
対照区 1,400 326.3 70 282.8分 58.4分
茨城県
試験区 217 19.7 4.3 67% 74%
対照区 23,220 60.5 16.6 40.8分 12.3分
所内
試験区 523 523 174 85% 85%
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